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１．はじめに
　今日，体育館を建設する際に考慮される競技場面
の大きさは，バスケットボールのコートを基準とし
て考えるのが一般的であり，しかも必ず平坦で，そ
の中心部に障害となるものがなく，まったく無味乾
燥な状態が定着している。じつは，このような体育
館が建てられるようになったのは，1890年代以降
のアメリカからであり，その発端は，1891年に創
案されたバスケットボールの普及にあったとされて
いる１）。それまでの体育館は，主に体操場として発
展しており，そのため内部は，体操用器具の設置が
可能であれば，競技場面に柱があっても問題とはな
らず，その大きさもさほど広い空間を必要としてい
なかったのである。
　ところが，19世紀末にバスケットボール，バレー
ボールといった室内競技がアメリカで矢継ぎ早に創
案され普及してくると，体育館はこれらのボール・
ゲームに適するよう，競技場面の拡大ばかりでなく，
天井を高くしたり，観客席を設けたり，床や照明設
備をよくするなど，いろいろな工夫が施されてくる
のであった。
　このように，バスケットボールの普及・発展は，
今日ある体育館の姿を形作ってきたのであるが，そ
の際に拠り所とされてきたものは，言うまでもなく
バスケットボールのコートに関するルールであっ
た。しかしながら，そのルールもはじめから規格化
がなされていたわけではなく，当初においては境界
線の引き方を指示している程度で，むしろこのゲー
ムはどこでもプレーができることを一つの特徴とし
ていたほどであった。
　それが1893年からは，かなり幅を持たせながら
も一応の面積基準を示すようになり，1906－07年
度のルールで今日と同じく「縦と横」の長さでもっ
て表記をおこない，そこで示された基準がその後何
度か修正されて，1918－19年度にエンド・ゾーン
の採用とともに今日とほぼ同じ大きさになったので
ある。つまり，バスケットボールにおけるコートの
大きさは，四半世紀以上の歳月をかけてその規格化
がなされてきたわけである。
　ところで，こうしたバスケットボールの施設・用
具との関連で，特にコートに関するこれまでの研究
としては，木下による「スプリングフィールドにお
ける体育館の発達とバスケットボールコートとの関
係」２）があげられる。当該研究は，バスケットボー
ルが誕生した国際YMCA訓練学校（現：スプリング
フィールド大学）における歴代の体育館こそが，バ
スケットボールのコート面積を決める際の基準に
なっていたことを論証したものであるが，残念なが
ら，この論文は，コートに関するルールの年度と体
育館の完成年度に誤記がみられ，若干ではあるもの
の，その信憑性に欠ける部分を指摘することができ
るのであった。
　そこで本研究は，バスケットボールのコート
の規格を定めた1940年代までのルールの変遷を 
“Oﬃcial Basket Ball Rules”（以下：オフィシャル・
ルール）を中心史料として再考することを目的とし
た。なお，考察の対象を1940年代までとしたのは，
この時期までに今日とほぼ同じ基準（制限区域の形
と3ポイント・ラインを除く）がルール上で整備さ
れたものと判断されたからである。    
２．コートの変遷
　１）創案当初のコート
　ルール上におけるコートの初見は，最初のバス
ケットボールの解説が載せられた1892年1月の『ト
ライアングル』誌のなかにみられる。そこでの名称
は，屋外でのプレーも想定してか，今日のような
「コート」ではなく「グラウンド」と表記されてい
た。ちなみに，この名称が「コート」となるのは，
1915－16年度のルールからのことである。
「体育館に周回するランニング・トラックがある
とき，グラウンドはそのトラックの真下に目印が
つけられ，バスケットはその各エンドに1個ずつ
ぶらさがっている。このラインの外側すべてが境
界線外である。エンドにランニング・トラックが
なく，用具一式を片付けた際，ゴールは壁に固定
され，そして壁から6フィート離れた体育館のサ
イドに沿ってラインは引かれる。これらのライン
を横切ることは境界線外となる。」３）
　これとほぼ同じ内容が，1892年４）と1893年５），
そして1894年６）の『ルール・ブック』にも掲載さ
れており，それらにはさらに，屋外での面積を150
×100平方フィートにし，ゴールは支柱の先端に取
り付けることが記載されていた。
　また，これらのルールにはバスケットボールが行
える場所として，「バスケットボールは，どのよう
なグラウンドでも，どのような種類の表面でもプ
レーすることができる。それは12×20の体操場で
もプレーされるし，通常のサッカー場でもプレーす
ることができる」と述べられており，バスケットボー
ルがどこでもプレー可能なゲームであることが強調
されていた。
　しかし，創案者のネイスミスがこのゲームを創案
する際に念頭においていたのは，冬季の室内ゲーム
であったことから，やはりコートの大きさに関して
は，彼が教鞭をとっていた国際YMCA訓練学校の体
操室がモデルになっていた公算が大きいと思われ
る。
　当該体操室の大きさに関して木下は，当時留学生
であった石川源三郎が描いたとされるスケッチ（写
真－1７）参照）と残されていた体操室の写真（写真
－2８）参照）からその規模を以下のように推測して
いる。
「写真からみると，このジムはかなり小規模で，
とても現在のようなバスケットボールを行なえる
広さではない。バルコニーの高さが10feet（3ｍ
05cm）だったこと，階段および体操器械（平行
棒：8ft. = 2m44cm），手具（球桿：4ft. 8 inch = 
1m42cm）などから目測すると，間口30ft. (9m)
程度の狭い体操用の部屋だったと思われる。」９）
　もともと体操を主な教材として使用していた体操
室であったことから，そこには体操用の大型器具
も置かれていたはずである。したがって，実際は
もっと狭い範囲でしか使用できなかったことになろ
う。この点に関してスポーツ・ライターのボブ・ブ
ロウグ（Bob Broeg）も，「体育館と言ってもコー
ト自体はおよそ11ｍ×14ｍという小さなものだっ
た・・・」10）と述べており，この数字が正しければ，
当時のコートの大きさは今日のバスケットボール・
コート（28ｍ×15ｍ）の半分以下しかなかったこ
とになる。
　その体操室も1894年になると，国際YMCA訓練
学校の移転に伴い独立した体育館が建設される。木
下によれば，それは現在も残されているEast Gym
で，その規模は以下のとおりであったという。
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「規模は48ft.（14ｍ65cm）×74ft.（22ｍ57cm）
＝3552ft.2（330.65㎡）であった。写真５を見
ると，その間口は最初の地階ジムよりもかなり広
い。とくに “free from posts” とバルコニーを支え
る柱が皆無であることを強調した記述は，最初に
バスケットボールが行われた地階ジムのバスケッ
トボールの支柱が，体操では問題にならなかった
にもかかわらず，バスケットボールにとっては障
害であったことを物語っている。」11）
　ランニング・トラックを支える支柱がなかったと
していることからも，当時としては，最先端の建築
技術をもって建てられたに違いないが，それでも現
在の大きさに比べれば，かなり小ぶりで，ここでも
体操器具の配置などから考えると，大体バレーボー
ル・コート（18ｍ×9ｍ）を一回り大きくした程度
しかコートのフロアとしては取れなかったのではな
いかと推察された。
　ところで，上述の木下の見解のなかで，体育館の
名称については明らかな誤りがみられる。それは，
1894年に建てられた国際YMCA訓練学校の体育館
はEast GymではなくJudd Gymであり，East Gymは
Judd Gymの隣に増設する形で1910年に建てられた
体育館であった。なお，引用中の体育館の規模に関
しては，特に問題となる点はなかった。
２）1894年から1916年までのコート
　  A）コートの大きさ
　国際YMCA訓練学校でJudd Gymが建てられた
1894年になると，「グラウンド」に関する条件もルー
ル上に明記されるようになってくる。1894－95年
度の『オフィシャル・バスケットボール・ルール』
の第１条において，「グラウンド」は以下のように
規定されている。
「１．バスケットボールは障害物のないグラウン
ドでプレーされるものである。
２．フェンスもしくは壁から少なくとも3フィー
ト離れ，フィールドもしくはフロアの周りには，
はっきりとした線がなければならない。
３．ゴールは，見物人の妨害から守られなければ
ならず，この保護は少なくともゴールの各サイド
上に６フィート広げられており，スクリーンもし
くはその他の装置の場合，少なくとも６フィート
の高さにする。」12）
　このルールによって，プレーされる領域に障害物
がないことと，フェンスや壁から最低3フィート離
れていなければならないことが規定された。また，
当時の室内ゲームでは，ゴールであるバスケットを
壁やランニング・バルコニーに取り付けており，観
衆もまた，そのバルコニーからゲームを観戦するこ
とが多かった。そのため，応援しているチームを勝
たせるために，彼らのなかには相手のショットが
ゴールに入るのを妨げる者が現れてきたのである。
その行為を防ぐ目的で，この条文ではスクリーンな
どの遮断物を取り付けることも述べられており，こ
れが後年になってバックボードとなるのであった。
　また，第４条の「チーム」の条項ではコートの大
きさに応じてプレーヤーの人数が決められており，
そこでは面積でもってその大きさの表示が行なわれ
ていた。
「１．チームは，プレーする領域が1800平方フィー
ト未満の時には5人，1800から3600までなら7
人，3600以上なら9人で構成される。」13）
　しかし，この人数による面積の表示は，その前年
の1893年が最初であり，そこには1894年とは違う
基準が示されていた。
「チームは，実際のプレー面積が1200平方フィー
ト未満なら5人とし，そこから3600平方フィート
未満は9人とする。」14）
　さて，1895－96年度になると，先のスクリーン
に関する条項は別項に移され，新たに「エンド・ラ
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イン」の定義が加えられ，さらに面積の表示も削除
されている。この年度のルールに規定されている「グ
ラウンド」は，以下のとおりであった。
「セクション1　バスケットボールは障害物のな
いグランドでプレーされるものである。
　セクション２　フィールドもしくはフロアの周
りには，はっきりとした線がなければならない。
サイドの境界線は，フェンスもしくは壁から少な
くとも3フィート離すべきである。エンドの境界
線は，バスケットがある位置の真下の表面にすべ
きである。このラインをもってプレーのフィール
ドの境界線となる。」15）
　1896－97年度になると，初めて「グラウンド」
の項目において，具体的な面積表示がされるように
なる。この表記の仕方は，1915－16年度の「合同
委員会ルール」が成立するまでの「AAU・YMCAルー
ル」で継続されていた。
「セクション1　バスケットボールは障害物がな
く，実際のプレー・スペースが3500平方フィー
トを超えないグラウンドでプレーされるものであ
る。
　セクション2　フィールドもしくはフロアの周
りには，はっきりとした線がなければならない。
サイドの境界線は，フェンスもしくは壁から少な
くとも3フィート離すべきである。エンドの境界
線は，バスケットがある位置の真下の表面にすべ
きである。このラインをもってプレーのフィール
ドの境界線となる。」16）
　この面積の数値に関しては，ここで掲げられた
3500平方フィートを基準に，その後何度か変更と
加筆が行われている。その最初のものは1902－03
年度から2シーズンのみであったが，「選手権大会
を行うには，最低2400平方フィートなければなら
ない」17）ことが加筆されていた。
　加えて，1905－06年度からは大学組織が分離・
独立して，「大学ルール」を立ち上げるが，コート
に関して「AAU・YMCAルール」が3500平方フィー
トと変わらないままであったのに対して，「大学ルー
ル」の方は3000平方フィートに縮小し18），その２
年後には反対に，「AAU・YMCAルール」が4000平
方フィートにまで拡大させていた19）。
　また，コートの大きさを面積ではなくて，縦と
横の形状によって表記することが1906－07年度の
「大学ルール」より始められており，ここでもプレー
をする領域は「グラウンド」と表示されていた。
「セクション1．プレーする表面は障害物のない
長方形のコートで，その最大面積は長さ90フィー
ト，幅55フィートで，最小面積は長さ70フィート，
幅35フィートとされる。
　セクション2．コートは，いかなる障害物から
少なくとも3フィート離れた地点で，明確なライ
ンによって記されるべきである。コートの短いサ
イドのラインはエンド・ラインと称し，長いサイ
ドはサイド・ラインとする。・・・」20）
　しかしながら，ルール上の条文以外では，すでに
「AAU・YMCAルール」が1905－06年度に掲載した
コート平面図（図－121）参照）のなかで，70×50
フィートのサイズを表示しており，これは1915－
16年度まで続けられている。おそらく，この値は
「AAU・YMCAルール」のなかで最初に示されてい
た3500平方フィートのフロア面積を換算したもの
とみられる。
　B）コートの平面図
　コート平面図に関して，その最初の掲載は1897
－98年度の『オフィシャル・バスケットボール・
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ガイド』からはじめられている。図－2 22）をご覧い
ただきたい。確かに当該年度の「ルール1　グラウ
ンド」で規定されているように，この平面図でも壁
から少なくとも3フィート離れたところにサイド・
ラインが引かれるように指示がなされている。また，
エンド・ラインにスクリーンが設けられ，ゴールか
ら15フィートのところにはフリースロー・ライン
が引かれ，さらには半径6フィートの円と幅6フィー
トの長方形によってできたいわゆる「キー・ホール」
の形をしたフリースロー・レーン，そしてフィール
ドの中央に半径2フィートのサークルが設けられて
いる。ここで示された平面図は，その後1904－05
年度のルールまで何の変更もなかった。
　1905－06年度になると，「AAU・YMCAルール」
が縦70×横50フィート，ゴールからフリースロー・
ラインまでの距離を20フィートに変更した平面図
を『オフィシャル・バスケットボール・ガイド』に
載せている（図－1参照）。一方，「大学ルール」の
方は1914－15年度まで変更せずにそのままであっ
た。
　1915－16年度に両者が合併し，「合同委員会ルー
ル」になると，そこでの平面図はそれまでの「大学
ルール」のものが採択され，翌年度まで続けられて
いた。
　C）当時のアメリカにおける体育館事情
　当初，バスケットボールのコートがその器である
体育館（体育施設）の大きさに影響を受けていたこ
とは言うまでもない。そこで，ここではバスケット
ボールが創案された1890年代のアメリカの体育館
事情について簡単に述べてみたいと思う。
　上述したように，コートの大きさがルール上に明
記されてくるのは1893年からのことで，そこには
「チームは，実際のプレー面積が1200平方フィート
未満なら5人とし，そこから3600平方フィート未満
は9人とする」としていた。また，翌年度になると
「チームは，プレー面積が1800平方フィート未満は
5人とし､ 1800平方フィートから3600平方フィー
トまでは7人､ それ以上大きければ9人とする」に
変更されていた。さらに，1チームの人数が5人と
なった1896－97年度からは，「コートは，3500平
方フィート以上なければならない。」とされ，この
基準が1906－07年度まで続いた。
　さて，この1890年代にルール上で示されたコー
ト面積をみてみると，1200平方フィートと1800平
方フィートのかなり小さめの面積基準と，3500平
方フィート以上のある程度まとまった面積基準の2
つがあったことがわかる。もちろん，これらの基準
が当時のアメリカの体育館の実情に合わせたもので
あったことは想像に難くないが，この辺の事情と関
連して，木下が大変興味深い見解を述べているので
引用することにしたい。
「1880年代までの米国大学ジムは，課外の器械体
操用あるいは学級の集団体操用としてのみ建設さ
れていた。したがって，ジムは，それほどの規模
を必要としなかった。“最良の体操家”R. A. Clark
は器械体操に必要な最小限の規模として45ft.
（13m73cm）×65ft.（19m53cm）を示したと
伝えられるが，これよりも小規模の例も少なく
なく，1880年代までの大学ジムの間口は，50ft.
（15m25cm）が事実上の限界であった。
　しかし，1890年代になると，米国の大学ジムは，
屋根構造に鉄骨小屋組を採用することによって，
大規模ジムの時代に移った。これは，小規模でも
可能な体操用のジムが大型化したのではなく，バ
スケットボールコートを確保するために，大規模
ジムの建設が不可欠であったことに起因すると思
われる。」23）
　バスケットボールが創案されるまで，大学の体育
館種目は体操が主な教材であったために，それほど
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広い面積を必要としなかった。しかし，なかには教
練などの移動運動を実施していた大学もあったの
で，ある程度の面積をもつ体育館が存在していたの
である。1890年代以前に採用されていた屋根の主
な構造は木骨小屋組で，引用にあるClarkの値が１
つの基準となっており，この基準を下回る体育館
の多くが，その間口を大体30フィートとしており，
それを上回る体育館が木骨小屋組の構造限界値であ
る50フィートとしていたのである24）。したがって，
先のルール上の面積基準もこうした当時の体育館事
情に照らし合わせて設けられていたと考えられるの
である。
　そこで次に，この間口を使ってルール上に示され
たコート面積をさらに縦×横のメートル法に換算し
てみると，その結果は以下のようになる。
1200 ft.2＝30ft.(9.15m)×40ft.(12.2m）　　 
1800 ft.2＝30ft.(9.15m)×60ft.(18.3m)
3500 ft.2＝50ft.(15.25m)×70ft.(21.35m)　　
3600 ft.2＝50ft. (15.25m)×72ft.(21.96m)
　1800平方フィートは，現行のバレーボール・コー
ト(9×18m)とほぼ同じ大きさである。プレーヤー
の人数とその配置にもよるが，おそらく，この面積
以下で1チーム9人だとしたら，かなり狭隘だった
はずである。それは先に述べたように，バスケット
ボールが創案された時に使用していた体操室のコー
トも11m×14mで，フィートに直すと35ft.×45ft.
＝1575 ft.2となる。そこに1チーム9人の計18人が
プレーをしており，その様子をネイスミスは，「一
チームの人数が多すぎた割には，逆にフロアーが狭
すぎたようだ。」25）と回想していたからである。
　しかし，その状況も1896－97年度以降になると
一変してくる。じつは，このなかで3500平方フィー
トという数値は，1998年までのバスケットボール・
コート（13~15m×24~28m)の下限値に匹敵する大
きさで，しかも，この面積基準が採用された1896
－97年度は，1チームのプレーヤー数が正式に5人
に限定された時期でもあったからである。したがっ
て，この時のコートの大きさは，縦・横の比率こそ
多少の違いはあるものの，その下限値の面積と人数
に関しては，最近の基準値とほぼ同じであったとい
うわけである。
　また，木下が述べているようにバスケットボール
が創案された1890年代は，アメリカの体育館にとっ
て画期的な建築技術の革新がもたらされた時期でも
あった。それまで木骨小屋組であったものが鉄骨小
屋組に変わり，従来とは比較にならない程のフロア
面積を確保できるようになったからである。この時
期に建てられた体育館の一例としては，1892年に
建てられたエール大学体育館（10472平方フィー
ト）や1894年建築のウィスコンシン大学のArmory 
& Gym（14322平方フィート）などがあげられる26）。
いずれも，メイン・フロアだけで10000平方フィー
トを超える大型の体育館であった。したがって，バ
スケットボールが創案された1890年代には，すで
にそのコートを複数面確保することが可能な体育館
さえ登場していたのである。
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３）1917年から1926年までのコート
　A）コートの大きさ
　1915年に成立した「合同委員会ルール」のなかで，
「コート」の大きさはそれまでの「大学ルール」が
採用していた「縦と横」の長さによる表記を用いて，
以下のように変更・規定された。
「セクション1．プレーするコートは，障害物の
ない長方形の面で，最大面積が長さ90フィート
幅50フィート，最小面積は長さ60フィート幅35
フィートとする。」27）
　エンド・ラインの短縮によって，それまでの上
限値（90×55フィート）の幅を5フィート短くし
たのである。その後，この値は1923－24年度に
エンド・ゾーンの採用によって，最大面積が「長
さ94×幅50フィート」28）に変更されている。じつ
は，この値こそが今日と同じ大きさ（28m67cm×
15m25cm）なのである。さらに，1939－40年度
になると，今度は最小面積が「74×42フィート」
に拡大されていた。
　B）エンド・ゾーン
　1917－18年度に，合同委員会はコートの形状に
関する変更を行っている。それはゴールであるバス
ケットの裏側に，ある程度のスペースを設けたので
ある（図－3 29）参照）。
「セクション2　・・・
　コートの中央を縦に引いた仮想線とファウ
ル・サークルの後部の交点を中心とした半径23
フィートの円を古いエンド・ラインの中心から後
ろに2フィート拡張する円の弧を記入する。」30）
　この年のルール前文に掲載されている改正点に関
する委員長のコメントによれば，この改正はそれま
で得点を試みる際に，シューターの足がラインに触
れていて，得点が認められないことや，しばしばゴー
ル下にいるプレーヤーの位置が境界線の内側か外側
かの審判判定でもめていたために設けたものである
としていた31）。
　当初，委員会も認めているように，これはあくま
でも試行であったのだが，実際に行ってみると，こ
とのほか好評だったので，翌年にはバスケット後方
のスペースを弧から幅2フィートの長方形のゾーン
へと切り替える規定に変更されていた。（図－４32）
参照）。
「セクション1　プレーするコートは，奥行き2
フィートの長方形のエンド・ゾーンでコートの全
幅を広げた長方形である。」33）
　古いエンド・ラインが残されたことで，実際にエ
ンド・ラインは2本となり，そこにできた領域を「エ
ンド・ゾーン」としたのである。また，このエンド・
ゾーンでは「ヘルド・ボール」や「アウト・オブ・
バーンズ」に関連して，ある特別なルールも存在し
たようである。そのルールとは次のとおりである。
 「(a)　ボールがこのゾーンの中でイン・プレー
である時，ヘルド・ボールの場合を除き，それは
境界内とする。
(b)　このゾーンの中でヘルド・ボールの場合，
それは境界外とする（境界外から入れるのはディ
フェンス・チームに与えられる）。
(c)　ボールが境界内なのか境界外なのかは，現
在の方法が適用される。
　それは，
(1)　もし，ヘルド・ボールに関係しているどち
らかの選手が，外側のラインの外側か，そのフロ
アに触れているなら，彼は境界外でボールを運ん
だことになり，相手ボールとなる。
(2)　もし，彼らのプレーヤーの1人がゾーンの中
にいるか内側のラインに触れていて，仮にもう1
人のプレーヤーが境界線外でなければ，それは
ゾーン内でのヘルド・ボールとなる。
(3)　ボールは最終のエンド・ラインからのイ
ン・プレーとなる。すなわちバック・ボード・ラ
インが境界となり，古いラインは上空のバック
ボードのための指標と規制ラインとなる。」34）
　その後，この内側のラインは1920－21年に削除
され今日に至っている35）。この改正により，エンド・
ゾーンはなくなり，エリア内でのヘルド・ボールや
アウト・オブ・バーンズでの細かな規制による混乱
も解消されることとなった。
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C）ゴール・ゾーン
　コートの形状に関する重要なルール変更として，
次に1922－23年度から始められたゴール・ゾーン
をあげることができる（図－5 36）参照）。しかしな
がら，これは当初考えられたほどの成果をあげるこ
とはなく，設置から僅か3年後には廃止されたルー
ルであった。
「セクション４．ゴール・ゾーンは，ゴール・ゾー
ン・ラインと呼ばれるラインで作られる。幅１イ
ンチで，エンド・ラインの内角から17フィート
の距離でエンド・ラインに平行にコートを横断す
るようにのばされる。　
　注意―これらのゴール・ゾーン・ラインは現行
のフリースロー・ラインを延長する（2ページの
図参照）。」37）
　ゴール・ゾーンの設置は，最も頻繁に反則が起き
る場所を示し，その数を減少させるために設けられ
たものである。したがって，ここでの反則に対す
る罰則は，他のところに比べて厳しいものであり，
ディフェンス側のプレーヤーがこの中でパーソナ
ル・ファウルを犯せば，そのすべてに2個のフリー
スローが相手側に与えられる措置がとられていた。
そうすることによって，接近した試合では反則によ
るフリースローで負ける可能があると，ルール委員
会は判断を下し，その理由から反則が減ると予測し
たのである。
　しかしながら，結果は予測通りには行かず，3年
後の1925－26年度のルールからは廃止され，唯一
フリースロー・ラインの長さが6フィートにのばさ
れた状態だけが残された38）。
　また，ゴール・ゾーンではないが，それによく似
たものとして，センター・サークル内にもラインが
1926－27年度から引かれるようになっている。そ
の目的は，それぞれのジャンパーが入る場所を明確
に区分するための目印であった。
「セクション3．センター・サークルは半径2
フィートで，コート中央に設けられる。このサー
クル内にエンド・ラインと平行の直径の線を引
く。（反対の頁の図参照）。」39）
３）1927年から1940年代までのコート
　A）理想的なコートの大きさ
　この頃になると，バスケットボールはますます盛
況となり，試合数も増加し，それとともにコートの
増設も行なわれるようになってくる。ゲームへの関
心はプレーのみならず，それを行なう場所にも向け
られるようになり，1927－28年度には「合同委員
会」が理想的なバスケットボール・コートの大きさ
を諮問するための小委員会を立ち上げていた。
　小委員会は翌年の『オフィシャル・バスケット
ボール・ガイド』のなかで，これまでの「バスケッ
トボール・コートにとっての理想的なサイズを決定
する最大面積は誤ったものである。」40）と明確に述
べており，これは教育や競技のレベルに応じた面積
の提示が必要であることを明言したものであった。
　ここで小委員会が提示した理想的なサイズとは，
「小学校が40×60フィート，中学・高校48×75
フィート，大学が48×84フィート」41）とするもの
であった。大学の数値をメートルに換算すると，約
14.63×27.60ｍであることから，現行の大きさ（15.
×28m）よりほんの僅か小さめであったことがわか
る。この提示を受けて「合同委員会」も，翌1929
－30年度には正規ではないものの，ルール上に「注
意」事項として，上記のサイズを掲げている42）。
　その後，この数値は1934－35年度に，「１．中
学校42×74フィート，２．高校50×84フィート，３．
大学50×90フィート」43）に変更されている。
　ただし何度も触れるが，これらの数値はあくまで
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も理想的なコートの大きさであって，ルール上に明
記されているのは，1923－24年度に変更された「最
大94×50フィート，最小60×35フィート」の大き
さが正規であった。しかも，この値の最小面積は
1939－40年度に，「74×42フィート」44）に拡大・
変更されていたのである。
　B）フリースロー・レーンとセンター・ライン
　1931－32年度に，フリースロー・レーンに並ぶ
プレーヤーの混乱と接触の削減を目的として，レー
ンに沿って場所を示すマークが床に書き込まれてい
る（図－645）参照）。
　その場所は，フリースロー・レーンの各サイドで，
エンド・ラインから5フィートのところに，「ホー
ム・チームのための『H』とビジター・チームのた
めの『V』が書き込まれなければならない。」46）と
された。
　一方，センター・ラインの設置は1932－33年度
に「10秒ルール」が制定されたことによって設け
られている（図－7 47）参照）。
「セクション3．センター・サークルは半径2
フィートで，コート中央に記される。エンド・ラ
インと平行の直径は，このサークルの中に引かれ
る。この直径は，サイド・ラインと交差するまで
両方向にのばされ，センター・ラインと呼ばれ
る。このラインは2インチの幅とする。長さが60
フィートより短いコート場合，この延長は行なわ
ない。」48）
　ところが，翌年になると，このセンター・ライン
という名称はデビジョン・ラインに変更され，しか
も新たに75フィート以下のコートの場合の処置が
加えられ，60フィート以下の場合は削除されてい
た。
「セクション4．コートは，センター・サークル
の直径をサイド・ラインと交差するまで両方向
にのばされることによって，2つの部分にわけら
れる。ただし，もしコートが長さ75フィートよ
りも小さければ除かれ，それぞれエンド・ライ
ンから40フィートのところに，エンド・ライン
と平行の2本のラインが引かれることで分けられ
る。しかしながら，もしこれがフリースロー・ラ
インの内側の場合は，フリースロー・ラインをサ
イド・ラインとの交点まで延長することでわける
ことができる。コート上の他のラインと区別する
のに，これらのラインに色を付けることを推奨す
る。・・・」49）
C）バックボードとエンド・ライン間の拡張
　1920－21年度のルール改正で，それまであっ
た「エンド・ゾーン」はなくなったものの，バック
ボードからエンド・ラインまでの距離は残されて2
フィートの間隔のままであった。
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　しかし，それも1930年代に入ると，次第に変更
を求める声が多くなってきたようである。トーマ
ス・クヌッセン（Thomas A. Knudson）によれば，
「1934年のアンケートでは，バックボードをエン
ド・ラインの内側6フィートに移動させれば，アウ
ト・オブ・バーンズのボールがより少なくなり，フ
ロアの外側からのシュートや戦術，多彩なプレーを
もたらす結果になるといういくつかの意見が出され
た。」50）としている。
　また，1937年の「ウェスタン・カンファレンス」
の会議では，「バックボードをエンド・ラインから
4フィートのところにするために，エンド・ライン
を2フィートのばすルールを投票の結果，採択し
た。」51）としている。
　けれども，こうした動向にもかかわらず，ルール
委員会は多くの体育館にこれを実施することは難し
いとの理由で採択することはなく，これが認められ
るのはようやく1939－40年度からのことであった
（図－8 52）参照）。その年の「ルール2　バックボード」
には，以下のような規定が述べられている。
「セクション2．バックボードは，その下の角が
フロアから9フィートの高さで，エンド・ライン
に平行で，フロアにまっすぐな各エンドの位置に
設けられる。それらの中央は，エンド・ラインの
真ん中から4フィートのところで，コートのなか
にまっすぐ垂直に位置する。」53）
　ここではまだ，バックボードとエンド・ラインと
の距離が4フィート取ることができない場合には2
フィートでもよく，それさえ取れないコートも認め
られていた。しかしながら，それも1942－43年度
になると，4フィートの距離が強制されるようにな
り，それを取れない小さなコートは非合法とされて
しまったのである。この年度のルール改正の趣旨を
みると，そこには次のように記載されている。
「ルール1，セクション8．コートの各エンドの4・
フート・ゾーンは必須である。もし4・フート・
ゾーンをコートにとることが可能にもかかわら
ず，小さなゾーンの場合は違法である。・・・」54）
　
　既存のコートでバックボードが固定式の場合，
この4フィートを取るには，各2フィートずつコー
トを延長しなければならなかった。それでも，こ
のルールの施行はエンド・ライン側のアウト・オ
ブ・バーンズを減少させ，ゴール下でのプレーを
増やすなどのオフェンス側に有利な結果をもたら
すことになるのであった。
D）その他の変更
　この期間における他のルール変更としては，
1935－36年度にフリースロー・サークルが一部点
線であるものの完全な円になったこと（図－955）参
照），それに1936－37年度にはコート中央のセン
ター・サークルに半径6フィートの円が追加された࿑㧙 㧙ᐕᐲߩࠦ࡯࠻ᐔ㕙࿑
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ことがあげられる（図－1056）参照）。
　これらの円は，ジャンプ・ボール時に起こる身体
接触を防ぐために設けられたものであるが，かなり
の不評であったようである。その主な理由は，これ
らの円が「プレーヤーたちをコントロールするには
不十分であり，背の高いセンターが有利なことに変
わりなく，むしろボールをスチールする機会を減ら
してしまう」57）というものであった。
　しかし，「ルール委員会」は行った実験では効果
があり，なによりも投票による結果であるとして，
これらの採用に踏み切っていた。
３．おわりに
　これまで検討してきた事柄に若干の所見を交えて
まとめると，以下のように整理される。
１）創案当初，バスケットボールのコートに関する
規定は，僅かに境界線の引き方を指示する程度で，
むしろこのゲームは，どこでもプレーすることが
できることを一つの特徴としていた。
２）1893－94年度に，コートの大きさによるプレー
ヤーの人数を規定するルールが設けられ，これに
より，コートの面積がはじめて規定された。そ
れは，最小1200平方フィートから最大3600平方
フィートまでを標準とする条項であった。しかし，
この条項は翌年になると，その最小値を1800平
方フィートに変更し，1896－97年度に最大値を
3500平方フィートに変更していた。
３）1905年から，大学組織は分離・独立して「大
学ルール」を立ち上げた。1906－07年度の「大
学ルール」では，それまで慣例であった面積での
表記をやめ，今日と同じく「縦と横」の長さで規
定をおこなっている。その上限は「55×90フィー
ト」であり，下限は「35×70フィート」であった。
４）1915年にそれまで分かれていた「AAU・
YMCAルール」と「大学ルール」が合併し，「合
同委員会ルール」となった。その際，コートの大
きさも変更され，エンド・ラインを5フィート短
縮させたことから，上限値が「50×90フィート」
となった。その後，この値は1918－19年度にエ
ンド・ゾーンの採用によって，「50×94フィート」
に改訂され，今日に及んでいる。
５）1922－23年度に，最も頻繁に反則が起きる場
所から，反則を減らす目的でゴール・ゾーンが設
けられたが，結果は予想を外れ，3年後の1925－
26年度のルールで廃止された。しかし，これに
よりフリースロー・ラインがサークルまで延長さ
れた。また，1926－27年度からはジャンパーの
接触を防止する目的で，センター・サークル内に
もラインが引かれた。
６）1931－32年度のルールから，フリースロー・
レーンに並ぶプレーヤーの混乱と接触の削減を目
的としたマークが床に書き込まれるようになっ
た。また，センター・ラインの設置は，1932－
33年度に「10秒ルール」が制定されたことから
設けられた。
７）1920－21年度のルール改訂で，それまであっ
た「エンド・ゾーン」は廃止されたが，バック
ボードからエンド・ラインまでの距離は残されて
2フィートの間隔のままであった。しかし，それ
も1939－40年度には4フィートに延ばされ，今
日と同じ間隔となった。
　以上のように，コートに関するルールは，1940
年代までに多くの変化を遂げてきたが，そのなかで
も，1939年から始まるバックボードの位置をエン
ド・ラインから4フィートのところに設置するいわ
ゆる「4・フート・ゾーン」が最も重要なルール変
更であったと考えられた。それは，これ以外のコー
トに関するルール変更のほとんどが，他のルールの
採択による規格変更に他ならなかったからである。
また，このルールによってエンド・ライン側のアウ
ト・オブ・バーンズが減少したばかりか，ゴール下
を使ったプレーが多くなり，ひいてはロー・ポス
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ト・プレーをはじめとするゴール下での技術・戦術
が飛躍的に発展してきたこともあげられる。おそら
く1940年代初めの急激な得点の増加は，センター・
プレーヤーの大型化による彼らのポスト・プレーが
直接的な原因であろうが，それをもたらしたものは，
やはりこの「4・フート・ゾーン」であったと言わ
ざるを得ない。その意味からもこのルール変更は，
バスケットボールの近代化にとっても重要なルール
改正であったと結論付けられた。
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